
日本20傑
世界30傑

小・中学校時代の競技成績に
こだわり過ぎていませんか？

　年度の下半期生まれ（特に1～3月生まれ）の子ども
たちの自己効力感が育ちにくい状況にあることや、将来
性のある才能が早期にドロップアウトしているおそれが
あります。早生まれの競技者を含む “晩熟型” のドロッ
プアウトはもとより、早期に高いレベルに到達した “早
熟型” の競技者のバーンアウトにも十分に配慮する必要
があります。
※自己効力感：自身の向上可能性への期待感や信頼感、有能感。

■日本代表選手には、相対年齢効果の影響がほとんど
見られませんでした（図1-❶）。
※同じ学年における誕生日（実年齢）の相違が、学業やスポーツの成績な
どに与える影響のことを「相対年齢効果」といいます。

■一方で、小中学校期では生まれ月の偏りが大きく、高校期
以降にもその影響が残る傾向が見られました（図1-❷）。

■小学校期では、複数の競技実施者を含めた陸上競技実施率は約1割
半、陸上競技のみを実施していたのは1割未満でした。

■中学校期では、陸上競技を中心的に実施していたのは約7割、別競技
または複数競技を実施していたのは約2割、全国レベルの大会の出
場者は約4割にとどまっていました。

■高校期では、ほぼ全員が陸上競技を中心的に実施し、約8割が全国
レベルの大会に出場、約6割が入賞していました。

■他競技から陸上競技へ参入する「競技間トランスファー」経験者は、
小学校→中学校で約9割、中学校→高校で約3割でした。

■陸上競技内の「種目間トランスファー」経験者は、中学校→高校で
約半数、高校→学生・実業団で約3割と、日本代表選手の多くがトラ
ンスファーを経験していることがわかりました。

■2004年アテネオリンピック大会参加競技者に
ついて、その種目を専門にした年齢を見てみる
と、陸上競技は専門化が遅い種目であることが
わかりました。

■単一種目の早期専門化については、弊害が指摘
されるようになってきていますが、特に陸上競
技には、早期からの専門化はなじまないと考え
られます。

｜提言｜
　陸上競技に関係するすべての指導者、競技者および保護者が、「小・中・高校期のすべての競技者が大切な
タレントである」という認識を共有するとともに、特に小中学校期の競技成績（差）による将来性の評価や選
抜（セレクション）には慎重を期す必要があります。

日本代表選手は、子どもの頃から
トップレベルだったのでしょうか？

いつからか「その年齢でのトップでないとダメ!!」と判断するようになっていませんか？

夢や目標にチャレンジし続けながら、自分のパフォーマンスを高めていくことの「楽しさ」。

それがスポーツの、そして陸上競技のもつ本質的な価値です。

｜提言｜
　日本代表選手の多くが、小学校期には陸上競技以外のスポーツや運動遊びを盛んに行い、中学校期から本格的に
陸上競技を開始し、高校期以降に種目間トランスファーを行なってオリンピックや世界選手権に出場していることか
ら、特に小中学校期には多様な種目を経験し、高校期以降に最適な種目を模索するプロセスが重要であるといえます。

トップ競技者の自己ベスト記録は何歳頃に達成され、
何歳くらいまで維持されているのでしょうか？

｜提言｜
　日本と世界の向上傾向が異なること、運動有能感を高める指導法やトレーニングでの負荷設定、各年代におけ
る試合負荷（走種目の距離や投てき物の重量など）、さらには種目間トランスファーのタイミングなどについて十分
に配慮しながら、少なくとも20歳代中盤以降までの競技継続を視野に入れた育成・指導を目指す必要があります。

■男子100mの日本歴代20傑および世界歴代30
傑競技者の生涯最高記録の平均達成年齢には、
日本の23.4±3.2歳に対して、世界は26.4±3.1
歳と、3歳ほどの差があります。

■生涯最高記録の達成率を見ると、日本は17～18歳（高
校期）から22～23歳（シニア期前半）にかけて急激
にパフォーマンスを高め、以降は徐々に低下する“山
型”を示しています。

■世界は26歳あたりまで緩やかにパフォーマンスを高
めながら、30歳代に至るまで高い達成率を維持する
“丘形”を示しています。

■年齢別のシーズンベスト記録の推移を比較すると、
世界が約26歳でピークを迎えて以降、30歳代前半
まで高いパフォーマンスを維持する傾向にあるのに
対し、日本は22～23歳でピークを迎えて以降、徐々
にパフォーマンスが低下する傾向が見られます。

日本代表選手の陸上競技実施率
および競技レベル

表1

小学校期
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夢や目標にチャレンジし続けながら、自分のパフォーマンスを高めていくことの「楽しさ」。

それがスポーツの、そして陸上競技のもつ本質的な価値です。

｜提言｜
　日本代表選手の多くが、小学校期には陸上競技以外のスポーツや運動遊びを盛んに行い、中学校期から本格的に
陸上競技を開始し、高校期以降に種目間トランスファーを行なってオリンピックや世界選手権に出場していることか
ら、特に小中学校期には多様な種目を経験し、高校期以降に最適な種目を模索するプロセスが重要であるといえます。

トップ競技者の自己ベスト記録は何歳頃に達成され、
何歳くらいまで維持されているのでしょうか？

｜提言｜
　日本と世界の向上傾向が異なること、運動有能感を高める指導法やトレーニングでの負荷設定、各年代におけ
る試合負荷（走種目の距離や投てき物の重量など）、さらには種目間トランスファーのタイミングなどについて十分
に配慮しながら、少なくとも20歳代中盤以降までの競技継続を視野に入れた育成・指導を目指す必要があります。

■男子100mの日本歴代20傑および世界歴代30
傑競技者の生涯最高記録の平均達成年齢には、
日本の23.4±3.2歳に対して、世界は26.4±3.1
歳と、3歳ほどの差があります。

■生涯最高記録の達成率を見ると、日本は17～18歳（高
校期）から22～23歳（シニア期前半）にかけて急激
にパフォーマンスを高め、以降は徐々に低下する“山
型”を示しています。

■世界は26歳あたりまで緩やかにパフォーマンスを高
めながら、30歳代に至るまで高い達成率を維持する
“丘形”を示しています。

■年齢別のシーズンベスト記録の推移を比較すると、
世界が約26歳でピークを迎えて以降、30歳代前半
まで高いパフォーマンスを維持する傾向にあるのに
対し、日本は22～23歳でピークを迎えて以降、徐々
にパフォーマンスが低下する傾向が見られます。

日本代表選手の陸上競技実施率
および競技レベル

表1

小学校期
中学校期
高 校 期
※実施率＝複数競技実施者を含む

16.3％
79.8％
98.1％

3.8％
40.4％
79.8％

1.9％
20.2％
61.5％

全国大会
実施率

出場 入賞以上

日本代表選手の競技間・種目間
トランスファー

表2

小→中
中→高
高→学生・実業団

92％
30％
2％

－
55％
32％

競技間 種目間

世界および日本一流競技者の生涯最高記録および達成年齢表3

男子100m 18
21

達成年齢（歳）
最小

30
33

最大
23.4±3.2
26.4±3.1

平均
10.21
9.91

記録（秒）
最大

10.00
9.58

最小
10.14±0.08
9.84±0.07

平均

国内外トップ競技者のシーズンベスト記録の推移　
－男子100m－

図3
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※曲線は各年齢の平均値

日本陸上競技連盟（2014）

年齢

国内外トップ競技者の記録達成率の推移　
－男子100m－

図4
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従来のタレント識別年齢

2004年アテネオリンピック大会参加競技者の
専門種目を開始した年齢

図2
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小・中・高校期のすべての競技者が

大切な「タレント」です

タレントの「拡充→育成→最適種目の選択」へ

公益財団法人 日本陸上競技連盟

全国大会出場者および代表選手の生まれ月分布図1
■1～3月生まれ
■10～12月生まれ
■7～9月生まれ
■4～6月生まれ
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パフォーマンス発達曲線図6
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タレントトランスファーへの発展

早熟型

晩熟型

日本代表選手

小学校期
（～12歳）

中高校期
（～18歳）

シニア期
（19歳～）

時間の流れ

一人でも多くの競技者に、少しでも長く
陸上競技を続けてもらうために

　本来、相対年齢効果は、年齢を重ねるにつれ
て小さくなって最後は消失するはずですが、現
状では、競技を続けるか否かの判断（動機づけ）
を含め、シニア期にいたるまで影響を及ぼして
いると考えられます（図1参照）。
　中学校から高校に進学する際に、陸上競技を
継続する割合が30～40％にとどまるという事実
（図5参照）には、そのことが少なからず影響し
ていると考えられます。

　以上を踏まえて、日本陸上競技連盟
では、小中学校期における「運動有能
感を高める指導」や「多様な種目の経験」
をベースとするタレントプール（競技
者数）の拡充、中高校期のタレント育
成（指導者・指導法）の充実、そして高
校期以降のタレントトランスファー（最
適種目の選択）への発展という、普及・
育成・強化の連続性を意識した競技者
育成指針を作成し、その普及に努めて
います。

トップアスリートへの道は「長く続けること」です
❶タレントプールの拡充

小中学校期は、発育発達の個人差
が大きい時期であることから（図1
参照）、競技成績の優劣にはこだわ
らずに、様々な種目の経験を通した
陸上競技の「楽しさ体験・経験」を
重視しましょう。

❷タレント育成の充実
日本代表選手の約6割は中学時代
に全国大会に出場していないなど
（表1参照）、競技者の将来性を予測
することは少なくとも高校期以降
でなければ難しいことから、特に中
学→高校への競技継続を意識した
競技者育成（指導）を目指しましょ
う。

❸タレントトランスファーへの発展
日本代表選手にはトランスファー経
験者が多く（表2参照）、国内外のトッ
プ競技者の自己ベスト記録も20歳
代半ば以降に達成される傾向にあ
ることから、高校期以降も最適種目
の選択（トランスファー）を積極的
に促しつつ、息の長い競技者育成を
目指しましょう。

タレントプールの拡充

公益財団法人
日本陸上競技連盟

〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 9F

この資料は、日本陸上競技連盟が発行したリーフレットをもとに作成したものです。
日本陸上競技連盟のホームページにあるリーフレットも、ぜひご覧になってください。

http://www.jaaf.or.jp/athleticclub/transferguide.pdf 日本陸連  タレント

中学→高校進学時の継続率・非継続率と新規加入率図5

2017年、2018年中体連・高体連登録データより作図

男子

高校1年生 26,652人

74.3％に

中学3年生 35,860人

54.2％ 45.8％

40.3％

継続
14,449人

59.7％

非継続
21,411人

女子

高校1年生 15,084人

53.5％に

中学3年生 24,292人

55.8％ 44.2％

29.9％

継続
8,424人

70.1％

非継続
15,868人

新規加入
12,203人

新規加入
6,660人


